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在韓公館選抜事業 韓国青年訪問団 1・2・3 団 
（対象国：韓国 テーマ：クールジャパン、日本文化への理解を深める） 

 

１．プログラム概要 

 

在韓国日本大使館で選抜された発信力のある韓国の大学生等計 94 名が、テーマ「クールジ

ャパン、日本文化への理解を深める」のもと、地方訪問・ホームステイ（長崎県南島原市）

や学校訪問、文化体験等を通し対日理解を深め、滞在中・帰国後も、ＳＮＳ等を通して、

プログラムで得た成果や日本の魅力を発信しています（1月 26日～2月 4日） 

 

２．日程    

 

1/26（火） 到着（羽田国際空港）、オリエンテーション 

 

1/27（水） 講義、歓迎昼食会 

  【視察】都内視察（森美術館・東京シティービュー） 

 

1/28（木） 【学校交流】大学訪問 

  1 団：東洋大学、2団：フェリス女学院大学、3団：神奈川大学 

 

1/29（金） 長崎県へ移動、雲仙市内視察 

 

1/30（土） 島原市内視察（島原城・武家屋敷）、南島原市へ移動、 

 【表敬・交流】地方の魅力に関する講義、ホームステイ対面式 

 

1/31（日） 終日ホームステイ 

 

2/1（月） ホームステイから再集合、長崎市内視察（長崎歴史文化博物館）、 

 京都へ移動 

 

2/2（火）     【文化体験】着物着付け、落語鑑賞 

 京都市内視察（東映太秦映画村・下鴨神社）、 

 

2/3（水）     【文化体験】能鑑賞・体験 

  大阪へ移動 

 

2/4（木） 成果報告会、帰国（関西国際空港） 
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３．ＪＥＮＥＳＹＳ２０１５ 韓国青年訪問団第 1・2・3 団 プログラム記録写真  

韓国 テーマ：クールジャパン、日本文化への理解を深める 訪問団の記録 

  
1 月 27 日 講義「韓日観光の未来～Cool 

Japan,K-smile の魅力」(港区） 
1 月 28 日 1 団：東洋大学訪問(文京区） 

1월 27일 강의「한일관광의 미래 ~ Cool 

Japan, K-Smile의 매력 (미나토구) 
1월 28일  1단：도요대학 방문(분쿄구) 

 

 

1 月 28 日 2 団：フェリス女学院大学訪問 

(神奈川県横浜市） 

1 月 28 日 3 団：神奈川大学訪問 

(神奈川県横浜市） 

1월 28일 2단：페리스여학원대학 방문 

(카나가와현 요코하마시) 

1월28일 3단：가나가와대학 방문 

(카나가와현 요코하마시) 

  
1 月 30 日～2月 1 日 ホームステイ 

（長崎県南島原市） 

1 月 30 日～2月 1 日 ホームステイ 

（長崎県南島原市） 

1월 30일~2월 1일 홈스테이(나가사키현 

미나미시마바라시) 

1월 30일~2월 1일 홈스테이(나가사키현 

미나미시마바라시) 
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1 月 30 日～2月 1 日 ホームステイ 

（長崎県南島原市） 

2 月 2日 日本文化体験（着物着付け体験）

（京都府京都市） 

1월 30일~2월 1일 홈스테이(나가사키현 

미나미시마바라시) 

2월 2일 일본문화체험(키모노체험) 

(교토후 교토시) 

  
2 月 2日 東映太秦映画村見学 

（京都府京都市） 

2 月 2日 文化体験（落語体験） 

落語家：笑福亭銀瓶氏（京都府京都市） 

2월 2일 도에이우즈마사영화촌 견학 

(교토후 교토시) 

2월 2일 문화체험(라쿠고체험) 

라쿠고가：쇼후쿠테이 긴페이 씨 

(교토후 교토시) 

 
2 月 3日 日本文化体験（能体験） 

（京都府京都市） 

2 月 4日 成果報告会（大阪府大阪市） 

2월 3일 문화체험(노체험)  

(교토후 교토시) 

2월 4일 성과보고회 

(오사카후 오사카시) 
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４．参加者の感想   

 

◆韓国 大学生 

トイレットペーパーの先を三角にして使いやすくしたり、自動ドアとガラスが区別しや

すいようにさりげない印をつけたり、見送りの際に相手が見えなくなるまで手を振り続

けるなど、韓国が自己中心的で相手を自分に合わせようとする文化であるのに比べ、 

日本は相手に配慮し、相手に合わせる文化であると感じました。 

 

◆韓国 大学生 

日本・日本人への誤解や偏見、距離感がなくなりました。互いに理解し合い、関心を寄

せ合うためには、直接会って話すことは一番です。これこそ両国関係改善の近道だと思

います。 

 

◆韓国 大学生 

地方で暮らすお年寄りであっても、外国人と交流しようとする姿勢に驚きました。韓国

とは違うと感じました。 

 

◆韓国 大学生 

日本学を専攻していても日本には否定的でした。しかし、自分が間違っていました。韓

国語で挨拶してくれた日本人、目的地まで一緒に案内してくれた日本人、日本の皆さん

と接することによって考えが変わりました。 

 

◆韓国 大学生 

今回、日本への否定的な見方を改善することができました。特に、ホームステイで直接

日本人と交流することにより誤解がかなり解けました。日本のイメージ改善のみならず、

自分の人生においても大きな影響を与えてくれた 10 日間でした。 

 

◆韓国 大学生 

言論、マスコミからの情報を鵜呑みにするのではなく、見極めることができる力を育て

なくてはいけないと思いました。また、多くの人々が偽の情報を信じないよう、SNS 等

を通じて発信していくことが重要だと感じました。 

 

◆韓国 大学生 

いつも「近くて遠い国」という言葉の「遠い」部分ばかりに焦点が行っていましたが、

ホームステイで家族の皆さんと多くの話を交わし、共に行動することにより「近い」点

を初めて実感しました。本当に意味深い経験となりました。 

 

◆韓国 大学生 

私は日本人に偏見を持っていました。日本人全員が韓国人を嫌っていると思っていまし

た。しかし、そうではないとわかりました。ホームステイ、大学訪問等を通じて、日本

への認識が肯定的に変わりました。韓日関係は改善できると思うし、日本の肯定的な部

分を伝えていきたいと思います。 

 

◆韓国 大学生 

日本をより詳しく知ることができました。社会・文化・経済・生活面で、日本人たちを、

より身近に感じることができました。日韓の未来志向的発展関係のために、私たち皆が努

力したいと思います。 

 

◆韓国 大学生 

遊びに来た視点で見た日本と、（今回の）体験を通してみた日本では大きな差がありました。 

9 泊 10 日間の貴重な経験を通して気づいたことは多く、ＳＮＳ、対話を通してこの良いプ

ログラムを広く知らせて、日本と韓国の交流発展に寄与したいと思います。 
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５．参加者の発信内容  

  

  

  

ほか数百件、多数あり。 


